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2023年２月

第４回定例会で決まったこと

　

第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
６
日
か
ら
13
日
の
８
日
間
の
会
期

で
開
催
し
、
条
例
改
正
等
５
件
・
損
害
賠
償
額
の
決
定
１
件
・

和
解
金
の
額
の
決
定
１
件
・
補
正
予
算
４
件
・
人
事
関
係
１
件

が
上
程
さ
れ
、
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
報
告
は
11
件
あ
り
ま
し
た
。

第４回
定例会

議
案
第
61
号

▽
城
里
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

（
特
別
職
の
職
員
及
び
一
般

職
の
職
員
の
期
末
手
当
率
及

び
勤
勉
率
を
改
正
し
、
若
年

層
の
給
与
を
引
き
上
げ
る
も

の
）

議
案
第
62
号

▽
城
里
町
職
員
の
定
年
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

（
職
員
の
定
年
年
齢
が
60
歳

か
ら
65
歳
に
段
階
的
に
引
き

上
げ
ら
れ
る
た
め
、
60
歳
を

超
え
る
職
員
の
身
分
及
び
給

与
の
取
り
扱
い
の
特
例
を
設

け
る
も
の
）

議
案
第
63
号

▽
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例
に
つ
い
て

（
再
任
用
に
関
す
る
条
例
の

廃
止
に
よ
り
、
各
条
例
に
お

け
る
法
律
の
引
用
条
項
等
を

変
更
す
る
も
の
）

議
案
第
64
号

▽
城
里
町
消
防
団
員
の
定
員
、

任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

（
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
の

た
め
、
国
の
報
酬
基
準
に
準

じ
、
団
員
の
報
酬
等
を
見
直

す
も
の
）

議
案
第
65
号

▽
城
里
町
那
珂
川
の
ほ
と
り
教

育
支
援
基
金
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

（
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る

家
庭
の
児
童
及
び
生
徒
へ
の

教
育
支
援
を
目
的
と
し
た
寄

附
金
の
運
用
を
図
る
た
め
制

定
す
る
も
の
）

条
例
の
改
正
・
制
定

可
　
決

城里町議会の本会議を見てみませんか
城里町議会では、本会議の録画した映像データをYou Tubeで配信しています。
城里町公式ホームページトップページから

また、本会議の生中継配信を始めました。会期中のみ、ご覧いただけます。
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第４回定例会で決まったこと

議
案
第
66
号

▽
損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

（
損
害
賠
償
の
額
を
決
定
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
）

相
手
方

東
茨
城
郡
城
里
町
下
古
内

７
７
６
番
地

株
式
会
社
サ
ザ
ン
ヤ
ー
ド
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

事
案
の
概
要

　

相
手
方
が
、
令
和
４
年
９

月
28
日
に
水
戸
地
方
裁
判

所
へ
提
訴
し
た
「
固
定
資
産

税
に
か
か
る
賦
課
決
定
の
誤

り
」
に
対
す
る
損
害
賠
償
請

求
事
件
で
、
当
町
は
誤
り
を

認
知
し
和
解
を
求
め
た
が
不

成
立
と
な
っ
た
た
め
、
相
手

方
の
要
求
を
認
諾
す
る
こ
と

と
し
た
。

議
案
第
67
号

▽
和
解
金
の
額
の
決
定
に
つ
い
て

（
中
央
建
設
工
事
紛
争
審
査

会
に
よ
る
和
解
勧
告
を
受

け
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
）

相
手
方

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町

２
丁
目
３
番
１
号

株
式
会
社
フ
ソ
ウ

和
解
金
の
額

１
千
２
０
０
万
円

事
案
の
概
要

　

相
手
方
が
中
央
建
設
工
事

紛
争
審
査
会
へ
、
か
つ
ら
水

処
理
セ
ン
タ
ー
の
水
害
復
旧

工
事
に
係
る
追
加
工
事
代
金

請
求
に
関
す
る
仲
裁
申
請
を

し
た
結
果
、
審
査
会
か
ら
和

解
金
に
よ
る
和
解
の
提
案
が

あ
っ
た
。

和
解
金
の
額
の
決
定

可
　
決

損
害
賠
償
額
の
決
定

可
　
決

　

20
年
以
上
に
わ
た
る
台
帳

の
入
力
ミ
ス
に
よ
り
、
固
定

資
産
税
の
過
誤
納
金
が
発
生

し
た
。
令
和
元
年
に
入
力
ミ

ス
が
発
覚
し
た
時
点
で
全
額

返
還
す
べ
き
と
税
務
課
職
員

は
地
方
税
法
に
基
づ
い
て
10

年
分
の
利
息
ま
で
計
算
を
行

い
、
詳
細
な
資
料
を
作
成
し

返
還
を
町
長
に
上
申
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
町
長
は
「
税
法

上
は
５
年
し
か
返
さ
な
く
て

よ
い
」
の
一
言
で
一
方
的
に

返
還
を
延
ば
し
た
。
誤
り
を

認
め
ず
、
謝
罪
も
し
な
か
っ

た
た
め
、
相
手
方
か
ら
訴
訟

を
お
こ
さ
れ
た
。

　

以
上
の
理
由
で
、
裁
判
費

用
や
弁
護
士
費
用
の
合
計
金

額
が
多
額
に
な
っ
た
原
因
は

町
長
に
あ
る
。
上
遠
野
修
町

長
個
人
が
負
担
す
べ
き
だ
。

反
対
討
論

藤
咲　

芙
美
子　

議
員

賠
償
金
の
額

　
　

７
，
４
６
５
，
０
２
１
円

の
損
害
元
本
及
び
平
成
15
年

度
か
ら
平
成
22
年
度
ま
で
の

損
害
元
本
に
対
し
、
各
年
度

起
算
日
か
ら
年
５
パ
ー
セ
ン

ト
の
割
合
に
よ
る
遅
延
損
害

金ホームページに「議案書」を載せています
城里町では、定例会の議案書をホームページに掲載しています。
各議案の詳しい内容については、議案書をご覧下さい。

城里町公式ホームページ

　工事に欠陥があるのに補修をしてくれない、工事代金を払ってくれないといった建設工事
の請負契約をめぐる紛争について、専門家により、公正・中立な立場で簡便な解決を図るこ
とを目的として、建設業法に基づいて設置された公的機関で、国土交通省本省と各都道府県
に置かれています。

中央建設工事紛争審査会とは
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第４回定例会で決まったこと

議
案
第
68
号

▽
令
和
４
年
度
城
里
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に

つ
い
て

追
加
補
正
額

２
億
５
，
４
１
６
万
１
千
円

主
な
事
業

・
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

・
元
気
ア
ッ
プ
振
興
券（
第
６
弾
）

・
ホ
ロ
ル
の
湯
指
定
管
理
料

（
燃
料
費
等
）

・
ホ
ロ
ル
の
湯
屋
外
ト
イ
レ
設

計
・
ゴ
ル
フ
場
損
害
賠
償

・
ゴ
ル
フ
場
過
誤
納
金
還
付

・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

・
町
道
道
路
改
良

・
新
基
金
設
置

予
算
総
額

１
０
９
億
６
，
３
０
９
万
３
千
円

・
職
員
給
与
等

予
算
総
額

２
６
億
２
，
７
７
９
万
３
千
円

議
案
第
71
号

▽
令
和
４
年
度
城
里
町
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）に
つ
い
て

（
収
益
的
収
入
及
び
支
出
）

追
加
補
正
額

１
，
２
３
１
万
円

・
か
つ
ら
水
処
理
セ
ン
タ
ー
工

事
紛
争
和
解
金

収
入
支
出
予
定
額

１
１
億
９
，
３
５
６
万
６
千
円

　

一
般
会
計
補
正
予
算
に
、

健
康
増
進
施
設
指
定
管
理
料

１
，
１
９
０
万
円
が
計
上
さ

れ
た
。
燃
料
費
・
光
熱
水
費

の
高
騰
で
指
定
管
理
料
を
追

加
す
る
も
の
と
い
う
が
、
ホ

ロ
ル
の
湯
の
指
定
管
理
料

が
、
異
常
に
膨
ら
ん
で
い
く

こ
と
に
納
得
が
い
か
な
い
。

　

指
定
管
理
制
度
は
地
方
自

治
法
２
４
４
条
の
第
２
の
３

項
に
あ
る
よ
う
に
、
施
設
の

管
理
を
主
に
す
る
も
の
で
、

施
設
で
行
う
事
業
の
全
般
を

指
定
管
理
す
る
も
の
で
は
な

い
。

　

事
業
に
よ
っ
て
収
受
で
き

る
も
の
は
、
使
用
料
手
数
料

条
例
に
定
め
た
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
だ
。

反
対
討
論

藤
咲　

芙
美
子　

議
員

人　

事
同
　
意

補
正
予
算

可
　
決

議
案
第
69
号

▽
令
和
４
年
度
城
里
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）に
つ
い
て

（
事
業
勘
定
）

追
加
補
正
額

２
５
万
円

・
職
員
給
与
等

予
算
総
額

２
２
億
８
，
８
８
６
万
２
千
円

（
施
設
勘
定
）

追
加
補
正
額

４
１
７
万
９
千
円

・
診
療
所
電
気
料

・
Ｐ
Ｃ
Ｒ
廃
棄
物
調
査
・
処
分

委
託

予
算
総
額

２
億
３
，
８
９
３
万
６
千
円

議
案
第
70
号

▽
令
和
４
年
度
城
里
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）に
つ
い
て

（
保
険
事
業
勘
定
）

追
加
補
正
額

７
１
万
円

議
案
第
72
号

▽
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

次
の
方
の
選
任
に
同
意
し
ま

し
た
。

藤
田　

悟
史
氏
（
磯
野
）

任
期

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

傍聴者報告
第４回定例会
（令和４年12月６日～13日）合計15人

次回の定例会は令和５年３月７日
からを予定しています

車いすでの傍聴も出来ます。車いすでの傍聴も出来ます。

日程など詳しいことは議会事務局また
はホームページでご確認ください。
TEL.029−288−3111（内線302）　
https//www.town.shirosato.lg.jp
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審議した議案と各議員の賛否

審議した議案と各議員の賛否
○は賛成、×は反対、棄は棄権、－は欠席、※は除斥の対象（自己の一身上に関する事件については、
議事に参与できないこと）による退席

議案番号等 議案名等

賛否数 議　　員　　名

賛　

成

反　

対

高
橋　

裕
子

金
長　

秀
範

綿
引　

静
男

飯
村　
　

栄

桜
井　

和
子

加
藤
木　

直

猿
田　

正
純

藤
咲
芙
美
子

片
岡　

藏
之

三
村　

孝
信

関　

誠
一
郎

鯉
渕　

秀
雄

小
圷　
　

孝

阿
久
津
則
男

■第４回定例会（令和４年12月６日～13日）

議案第61号
城里町職員の給与に関する条例等の
一部を改正する条例について

12 ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

議

長

の

た

め

採

決

に

加

わ

っ

て

い

な

い

議案第62号
城里町職員の定年等に関する条例の
一部を改正する条例について

12 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

議案第63号
地方公務員法の一部を改正する法律
の施行に伴う関係条例の整備に関す
る条例について

12 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

議案第64号
城里町消防団員の定員、任免、給与、
服務等に関する条例の一部を改正す
る条例について

12 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

議案第65号
城里町那珂川のほとり教育支援基金
条例の制定について

12 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

議案第66号 損害賠償額の決定について 10 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ － ○ ×

議案第67号 和解金の額の決定について 11 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ － ○ ○

議案第68号
令和４年度城里町一般会計補正予算
（第３号）について

11 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ － ○ ○

議案第69号
令和４年度城里町国民健康保険特別
会計補正予算（第２号）について

12 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

議案第70号
令和４年度城里町介護保険特別会計
補正予算（第２号）について

12 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

議案第71号
令和４年度城里町下水道事業会計補
正予算（第２号）について

11 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ － ○ ○

議案第72号 副町長の選任について 11 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ×
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町
政
を
問
う

一般質問
藤　咲　芙美子　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥７

１．高校通学費補助について
２．がん検診の負担軽減について
３．就学援助の拡充について

　

加藤木　　　直　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥８

１．廃校・廃施設の利用について
２．環境センター業務全般について
３．農畜産業資材飼料高騰対策について
４．城里町の震度計について

　

桜　井　和　子　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥９

１．ごみの分別について
２．自己搬入となっている粗大ごみの回収について
３．ＡＥＤの設置について
４．大人の健康遊具設置について

今回３名が質問し、今回３名が質問し、
その要約を掲載しました。その要約を掲載しました。

「町政を問う」の掲載記事は、質問者本人の「町政を問う」の掲載記事は、質問者本人の
寄稿によるものです。寄稿によるものです。

次ページからの、顔写真下のＱＲコードを
スマートフォンなどで読み込むと、一般質問
時の動画が視聴できます。
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藤
ふじ

咲
さ く

　芙
ふ

美
み

子
こ

　議員

《教育長》	 高校１、２年生の短期間の
定期券購入を検討

高校通学費補助について

藤

咲　

高
校
生
の
通

学
費
を
町
独
自
に
支
援

し
て
い
る
が
、
助
成
の

対
象
を
１
年
間
分
の
定

期
代
だ
け
に
し
て
い
る

の
は
適
切
で
は
な
い
。

一
年
間
分
の
定
期
代
は

高
額
で
あ
り
、
低
所
得

者
層
に
は
払
え
る
金
額

で
は
な
い
。
本
当
に
助

成
を
求
め
た
い
人
に
適

用
さ
れ
な
い
。

　

３
年
生
と
同
じ
短
期

定
期
代
に
対
し
て
の
助

成
を
、
１
、２
年
生
に

も
適
用
を
求
め
る
。

教
育
長　

今
後
、
１
、２

年
生
の
高
校
生
徒
に
対

し
て
も
、
短
期
間
の
定

期
券
購
入
が
可
能
と
な

る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

藤

咲　

誰
で
も
、
ど

の
よ
う
な
条
件
で
も
助

成
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
べ
き
だ
。

　

１
、２
年
生
に
も
短

期
間
の
定
期
券
購
入
を

検
討
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
３
年
生
と
同
じ
よ

う
な
短
期
の
定
期
代
に

対
し
て
補
助
が
受
け
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
か
。

教
育
長　

こ
こ
で
は
即

答
で
き
な
い
。
検
討
課

題
と
し
、
十
分
協
議
し

て
い
く
。

藤

咲　

町
が
行
っ
て

い
る
胃
が
ん
、
大
腸
が

ん
、
前
立
腺
が
ん
、
子

宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん
、

肺
が
ん
の
検
診
は
命
に

直
結
す
る
大
事
な
検

査
。
早
期
発
見
、
早
期

治
療
を
公
平
に
、
誰
で

も
負
担
な
く
検
診
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
が
ん

検
診
の
減
免
ま
た
は
無

料
を
求
め
る
。

こちらから
動画が視聴できます

健
康
保
険
課
長　

委
託

先
の
健
診
協
会
で
は
、

乳
が
ん
、
胃
が
ん
、
子

宮
が
ん
検
診
料
を
値
上

げ
し
た
。
町
で
は
今
年

度
若
干
値
上
げ
を
し

た
。
近
隣
市
町
村
も
町

と
同
額
程
度
の
自
己
負

担
額
と
な
っ
て
い
る
。

藤

咲　

が
ん
検
診
を

減
免
す
る
こ
と
で
検
査

率
を
高
め
、
健
康
で
元

気
に
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
医
療
費
削
減

に
つ
な
が
る
。

藤

咲　

就
学
援
助
制

度
の
対
象
は
、
要
保

護
・
準
要
保
護
児
童
で

あ
り
、
小
中
学
校
の
学

用
品
や
入
学
準
備
金
、

通
学
費
、
給
食
費
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
費
な
ど
、
全
額
ま

た
は
一
部
支
給
さ
れ

る
。

　

当
町
の
支
給
状
況

は
、
就
学
援
助
の
支
給

項
目
と
金
額
が
国
の
基

準
を
満
た
し
て
い
な
い

た
め
、
要
保
護
・
準
要

保
護
世
帯
に
と
っ
て
は

大
き
な
負
担
に
な
っ
て

い
る
。

　

国
の
基
準
に
合
わ

せ
、
支
援
を
厚
く
し
て

ほ
し
い
。

教
育
長　

学
校
教
育
法

第
19
条
及
び
学
校
保
健

安
全
法
第
24
条
の
規
定

に
基
づ
い
て
、
城
里
町

要
保
護
・
準
要
保
護
児

童
生
徒
就
学
援
助
費
交

付
要
綱
を
制
定
し
、
交

付
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
他
市
町
村

の
認
定
基
準
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

が
ん
検
診
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て

《
健
康
保
険
課
長
》
今
年
度
、
値
上
げ
し
た

就
学
援
助
の
拡
充
に
つ
い
て

《
教
育
長
》
検
討
し
て
い
き
た
い



しろさと議会だより　№73 8
2023年２月

加
か

藤
と う

木
ぎ

　直
ただし

　議員

《財務課長》	利活用の検討をしていく

廃校・廃施設の利用について

こちらから
動画が視聴できます

加
藤
木　

廃
校
・
廃
施

設
に
す
る
段
階
で
、
再

利
用
か
解
体
か
を
議
論

し
て
い
る
の
か
。

財
務
課
長　

廃
止
時
の

取
り
扱
い
は
、
各
所
管

課
の
判
断
と
し
て
い
る
。

　

遊
休
資
産
の
維
持
管

理
経
費
が
課
題
で
あ

り
、
利
活
用
や
売
却
等

を
推
進
し
た
い
。

加
藤
木　

廃
施
設
の
土

地
が
借
地
だ
と
、
借
地

料
の
支
払
い
も
発
生
す

る
が
、
借
地
の
土
地
は

あ
る
の
か
。

財
務
課
長　

４
カ
所
あ

る
。

加
藤
木　

行
政
財
産
は

各
所
管
課
、
普
通
財
産

は
財
務
課
と
、
管
理
を

区
別
す
る
こ
と
な
く
、

財
務
課
が
一
括
し
て
管

理
し
、
財
政
健
全
化
に

努
め
て
も
ら
い
た
い
。

財
務
課
長　

今
後
は
総

合
管
理
計
画
策
定
委
員

会
に
お
い
て
、
情
報
の

共
有
を
行
い
、
遊
休
化

す
る
前
に
利
活
用
の
検

討
を
し
て
い
く
。

加
藤
木　

町
内
の
リ
サ

イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
５
か

所
の
、
マ
ナ
ー
は
ど
う

か
。
ま
た
、
リ
サ
イ
ク

ル
の
啓
発
活
動
に
つ
い

て
伺
う
。

町
民
課
長　

資
源
ご
み

以
外
の
も
の
が
捨
て
ら

れ
て
い
る
時
が
あ
り
、

対
応
策
を
考
え
る
。
ま

た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
出

し
方
や
分
別
収
集
に
つ

い
て
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
動
画
配
信
し
て

い
る
。

加
藤
木　

教
育
現
場
で

の
リ
サ
イ
ク
ル
啓
発
に

つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

町
内
の
小
学

４
年
生
が
環
境
セ
ン
タ

ー
を
見
学
し
、
分
別
収

集
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ

い
て
学
ん
で
い
る
。
今

後
も
環
境
教
育
を
進
め

て
い
く
。

加
藤
木　

11
月
９
日
の

地
震
は
、
震
度
計
と
地

域
住
民
の
体
感
震
度
に

乖
離
が
あ
る
。
地
震
の

町
と
言
わ
れ
な
い
よ
う

な
対
策
を
伺
う
。

総
務
課
長　

気
象
台
の

調
査
で
震
度
計
に
異
常

は
な
い
と
の
事
。
ま
た

震
度
計
と
地
域
住
民
体

感
と
の
乖
離
に
つ
い
て

は
、
今
後
地
域
住
民
に

不
安
を
抱
か
せ
な
い
対

応
を
し
て
い
く
。

加
藤
木　

コ
ロ
ナ
禍
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
影

響
で
資
材
飼
料
等
が
高

騰
し
て
い
る
が
、
近
隣

市
町
の
政
策
は
ど
の
様

な
も
の
か
。

農
政
課
長　
（
国
、
県

近
隣
市
町
の
支
援
内
容

を
説
明
。）

加
藤
木　

特
に
畜
産
業

に
お
い
て
は
、
配
合
、

粗
飼
料
の
高
騰
に
よ
り

大
変
厳
し
い
も
の
が
あ

る
。
こ
の
窮
地
、
行
政

の
支
援
に
つ
い
て
伺

う
。

町

長　

当
町
の
物
価

高
騰
対
策
は
、
農
業
、

自
営
業
、
商
工
業
区
別

せ
ず
１
経
営
体
５
万
円

の
支
援
を
規
模
を
問
わ

ず
実
施
し
て
い
る
。
今

後
執
行
残
等
も
生
か

し
、
重
点
的
な
支
援
が

出
来
な
い
か
検
討
す

る
。

加
藤
木　

農
業
は
、
昔

か
ら
自
分
で
値
段
を
決

め
る
事
が
出
来
な
い
立

場
に
あ
る
。
ぜ
ひ
町
長

の
ご
英
断
を
賜
り
た

い
。

環
境
セ
ン
タ
ー
業
務
全
般
に
つ
い
て

《
町
民
課
長
》

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
出
し
方
の
動
画
を
配
信

城
里
町
の
震
度
計
に
つ
い
て

《
総
務
課
長
》

震
度
計
に
異
常
は
な
い

農
畜
産
物
資
材
飼
料
高
騰
対
策
に
つ
い
て

《
町
長
》

重
点
的
な
支
援
を
検
討
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Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
に
つ
い
て

《
総
務
課
長
》
コ
ン
ビ
ニ
設
置
を
検
討

桜
さくら

井
い

　和
か ず

子
こ

　議員

《町民課長》	正しい分別のチラシを同封
する

ごみの分別について

桜

井　

可
燃
ご
み
と

し
て
出
さ
れ
た
発
火
の

危
険
性
が
あ
る
電
池
が

原
因
で
、
ご
み
処
理
施

設
が
火
災
に
な
っ
た
自

治
体
が
増
え
て
い
る
。

　

ご
み
と
し
て
出
し
て

い
け
な
い
と
い
う
事

を
、
周
知
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

町
民
課
長　

リ
チ
ウ
ム

電
池
、
モ
バ
イ
ル
バ
ッ

テ
リ
ー
等
に
よ
っ
て
、

火
災
に
つ
な
が
る
危
険

性
を
、
広
報
誌
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
又
、
自
治

会
に
回
覧
等
で
周
知
し

て
い
く
。

桜

井　

そ
れ
だ
け
で

は
難
し
い
。
全
世
帯
に

周
知
で
き
る
対
策
は
あ

る
か
。

町
民
課
長　

来
年
度
の

ご
み
分
別
表
を
全
世
帯

に
発
送
配
付
す
る
際
、

町
民
に
正
し
い
分
別
の

協
力
を
お
願
い
す
る
チ

ラ
シ
を
同
封
す
る
。

桜

井　

町
長
選
の
公

約
の
中
に
、
家
具
や
布

団
な
ど
の
粗
大
ご
み

は
、
予
約
に
よ
り
自

宅
ま
で
回
収
に
伺
う
。

又
、
庭
木
の
枝
を
ご
み

袋
に
入
れ
ず
に
出
す
制

度
の
改
善
に
取
り
組
む

と
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら

の
事
は
自
宅
ま
で
回
収

に
行
く
制
度
を
導
入
す

る
と
受
け
止
め
て
よ
い

の
か
。

町
民
課
長　

令
和
６
年

度
に
は
、
収
集
方
法
や

料
金
等
を
決
定
し
回
収

を
始
め
て
い
く
。

桜

井　

布
団
に
つ
い

て
は
車
の
な
い
高
齢

者
、
ま
た
は
障
害
の
あ

る
方
の
み
年
１
回
戸
別

回
収
が
実
施
さ
れ
て
い

る
が
、
新
し
い
制
度
が

整
い
次
第
、
布
団
も
盛

り
込
む
事
が
で
き
る
の

か
。

町
民
課
長　

同
時
に
今

後
検
討
し
て
い
く
。

桜

井　

公
共
施
設
に

は
設
置
さ
れ
て
い
る
Ａ

Ｅ
Ｄ
だ
が
、
夜
間
や
休

日
に
は
使
用
で
き
な

い
。
で
き
る
だ
け
早
く

電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え

る
こ
と
で
、
救
命
率
も

そ
の
後
の
社
会
復
帰
率

も
向
上
す
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。

　

夜
遅
く
ま
で
営
業
し

て
い
る
町
内
の
コ
ン
ビ

ニ
に
、
助
か
る
命
を
守

る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
で
き

な
い
か
。

桜

井　

町
の
公
園
に

大
人
の
健
康
遊
具
を
設

置
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

ス
ダ
ジ
イ
広

場
で
は
、
遊
具
で
遊
ぶ

子
供
の
様
子
が
見
受
け

ら
れ
る
。

自
己
搬
入
と
な
っ
て
い
る
粗
大
ご
み
の

回
収
に
つ
い
て

《
町
民
課
長
》
令
和
６
年
度
に
回
収
を
始
め
る

総
務
課
長　

町
の
公
共

施
設
に
19
台
、
民
間
の

事
業
所
、
社
会
福
祉
法

人
等
を
含
め
町
内
で
40

カ
所
を
超
え
る
施
設
に

設
置
し
て
い
る
。
今
後

救
命
率
や
、
社
会
復
帰

率
の
向
上
に
つ
い
て
先

行
し
て
い
る
自
治
体
の

コ
ン
ビ
ニ
設
置
状
況
を

研
究
し
、
前
向
き
に
検

討
し
て
い
く
。

　

子
供
達
を
見
守
る
大

人
が
そ
の
時
間
を
利
用

し
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
軽

い
運
動
が
で
き
れ
ば
健

康
づ
く
り
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
。
前
向
き
に

検
討
し
て
い
く
。

大
人
の
健
康
遊
具
設
置
に
つ
い
て

《
教
育
長
》
前
向
き
に
検
討

こちらから
動画が視聴できます
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夢
や
希
望
を
抱
く
新
年
を
迎
え

ま
し
た
。

　

今
年
２
０
２
３
年
は
本
来
の
干

支
「
十
干
十
二
支
」（
じ
っ
か
ん
じ

ゅ
う
に
し
）で
い
う
と「
癸
卯
」（
み

ず
の
と
・
う
）
年
。
こ
の
サ
イ
ク

ル
は
60
年
で
一
巡
し
、
そ
れ
が
還

暦
の
由
来
で
す
。

　
「
癸
」
は
揆
（
は
か
る
）
と
い
う

文
字
の
一
部
で
物
事
の
終
わ
り
と

始
ま
り
を
意
味
す
る
。「
卯
」
は
も

と
も
と
茂
と
い
う
字
が
由
来
と
い

わ
れ
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
。

ま
た
「
卯
」
と
い
う
字
の
形
が
門

が
開
い
て
い
る
様
子
を
連
想
さ
せ

る
こ
と
か
ら
、
冬
の
門
が
開
き
飛

び
出
る
と
い
う
意
味
。
つ
ま
り「
癸

卯
」
年
は
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
実

を
結
び
勢
い
よ
く
成
長
し
、
飛
躍

す
る
よ
う
な
年
に
な
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

こ
の
城
里
町
も
大
き
く
発
展
し

町
民
の
生
活
が
大
き
く
向
上
す
る

年
に
な
る
よ
う
、
新
人
ら
し
く
明

る
く
元
気
に
前
向
き
に
引
き
続
き

町
政
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

金　

長　

秀　

範　

記

議
会
広
報
委
員
会

委　
員　
長　

桜　

井　

和　

子

副
委
員
長　

藤　

咲　

芙
美
子

委　
　

員　

飯　

村　
　
　

栄

綿　

引　

静　

男

金　

長　

秀　

範

高　

橋　

裕　

子

令
和
５
年
２
月
発
行
　
城
里
町
議
会
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どうなった？一般質問のその後
　過去に議員が行った一般質問が、その後、町政にどう活かされたのか
追跡調査をした。

質問

答弁

現在の状況は、こうなっています

「不燃ごみ処理施設」は令和５年３月
の完成を目指す

環境センターについて
	 （令和３年３月）

「環境センターの解体工事」は令和４
年３月に終了した

「環境センターの解体工事」は、本会議（令
和３年３月）に工事請負契約を上程してお
り、令和４年３月の完成を目指す。

「環境センターの解体工事」や「不燃ごみの
処理施設」の現状について、町民に理解さ
れず、分からない部分がある。

解体後の跡地に、資源ごみを貯留するため
のストックヤード建設を行っており、令和
５年３月に完了する予定。
令和５年度には外構工事を行い、一部を粗
大ごみ置き場として活用する。
「不燃ごみ処理施設」は建設しない事とした。

農家や住民の声をすいあげて、どん
な施設にするか決めていきたい

道の駅かつら移転について
	 （令和２年９月）

移転に向けた関係機関との協議や設
計内容の検討を進めている

道の駅かつらの新たなあり方を考えた上で、
移転先も考えていく。

地域に愛されている道の駅なので、地域の
方や現場の声を聞きながら計画を立てるべ
きである。

令和２年10月に城里町特産品直売センター
かつら（道の駅）移転整備検討委員会を設置
し、令和３年12月までに計６回の検討委員
会を開催した。委員会で決定された、城里
町「道の駅かつら」移転基本構想及び基本計
画に基づき、令和４年９月からは測量や現
地調査を行った。


